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唐 ・ 吐蕃会盟の 歴史的背景 とそ の 意義

一 安史の 乱以前の 二 度の 会盟 を中心 に一

菅沼　愛語

は じめ に

　ラサに現存する唐蕃会盟碑 は，唐と吐蕃の 間に結ばれ た和平条約で ある長慶会盟 （821 年）を

刻ん だ碑 文 と して有名であるが ，それ以 前に も唐 と吐蕃は会盟 を行 っ て お り，漢文史料で確認

で きるだけで も 10 回ほ ど会盟を行っ て い る （表 1参照）。 唐 は突厥 と 2回 、（624年 と 626 年），

ウ イグル と 1 回 （765 年），南詔と 1 回 （794 年）各々 会盟 して い る
q）
が，会盟 を行 っ た回数を

比較 しただけで も吐蕃 との 外交交渉 を重要視 して い た事が推測で きる 。 また国境劃定 も吐蕃 と

の 問で のみ行われて お り，唐 に とっ て吐蕃 と の外交交渉は特別で あっ た と考えられ る 。

　本稿では安史の乱 （755 〜 763年） よ り前に唐 ・吐蕃…間で 行われた 2 つ の 会盟 と して，「神龍

会盟」（706年）と 「開元会盟」（730 〜 733 年頃）を取 り上 げる 。 神龍会盟 と開元会盟 は史料的

な制約 もあ っ て ，これまで あま り取 り上 げられ る事が なか っ たが ， 安史の 乱以前 まだ唐が強盛

を誇 っ て い た 時期に吐蕃と の 間で 2 度も会盟 を行っ た点は注 目に値す る 。 本稿 で は主 と して こ

の 両会盟に焦点をあて て，唐 ・吐蕃会盟の歴史的背景と意義に つ い て 論考する 。 また会盟 の 呼

称 を年号 で 区別す るが，標準的な表記が ある もの （平涼偽盟等）は これに従 う。 唐 と吐蕃の 10

回ほどの 会盟につ い て は，表 1 に まとめ た の で 適宜参照 して頂きたい 。

　尚，本稿 で は主 と して 漢文史料 に基づ い て考察するが，そ の 際基本的な史料 に加 え，玄宗 と徳

宗の勅書等の 史料 も用い て調 べ 上 げ，か つ 唐の 北方情勢も考慮 し大域的な視点で論 じて い く。

また本文 中の 引用史料の 下線や句読点は筆者が加筆 した 。 年代に つ い て は太陰暦で 記述す る 。

1 神龍会盟 とその前後 の唐 ・ 吐蕃関係

　706 年に行わ れ た神龍会盟は唐 ・吐蕃間で結 ばれた最初 の 会盟で あるが，こ の 時期の 唐 は何

故，吐蕃 と会盟 した の か を意識 しつ つ 神龍会盟前後の 唐 ・吐蕃を取 り巻 く国際情勢 も取 り上 げ，

唐に と っ て の 吐蕃の位置づ け，吐蕃の歴 史的意義等に つ い て 考察 した い と思 う。

1．1 神龍会盟に至 る唐 ・吐蕃 と両国を取 り巻 く国際情勢 （北方 との 関連性）

　まず前史として 7 世紀の唐の対外政策， 唐 と吐蕃の 関係 を簡単 に見 てお く。 7世紀前半の 唐

は，630 年東突厥 を討滅したの を皮切 りに，657年に西突厥 ， 660年に百済 ， 668年 に高句麗を

次 々 と攻 め滅ぼ し，無制限 と も言える対外膨張を遂げて い た 。 しか し唐 が 668 年まで の 高句
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【表 1】le 回 の 唐
・吐蕃 会盟 （偽会盟 と中止 した 2 回 の 会盟 を含む ）

会 盟 時期 会盟の 経 緯 盟約 の 内 容 史料お よ び先行研 究

  神龍 会 盟

神龍 2年

　（706）

　中宗

唐 の 宰相 ら 10 名 （又 は 22

名） と吐 蕃 の 大 臣が 会 盟 に

署名

詳細 は 不明

『新唐 書』216 吐蕃伝 ；

「冊府 元亀』981外臣部盟 誓 （開

元 2 年 5 月，開元 6 年 11月〉

  会盟 の 為

　 の 交 渉

　（中止 ）

開元 2 年

（714）

　玄宗

河源 で 国境劃 定 し会盟 す る

予 定だ っ た が，吐 蕃軍 の 臨

挑侵攻に よ り中止

盟約 内容の 1 つ は，
河 源 を国境 と なす 事で

あ っ た

『新唐 書』吐蕃伝 ：

『資治通鑑』211

  開元 会 盟

開元 18〜21

（73Q 〜733）

　 玄宗

会盟 し，盟 文 を刻 ん だ 碑 文

を国境 の 赤嶺 に 立 石

国境劃 定，国境侵 犯の

禁止 な ど

『旧唐 書』 『新唐書』 吐蕃伝 ；

「冊 府元 創 979 外 臣部和 親 2

等

  宝応 会盟

宝 応元年

（762 ） 正 月

　 粛宗

長安の 鴻臚寺で 会盟，
吐蕃 の 礼 に 則って 盟 約

不 明

『旧唐 書』 196 吐 蕃伝 ； 『冊 府

元 亀 』 981 外 臣 部 盟 誓 ・粛 宗

元年 ；佐藤 （1959，523−526）

  永泰 会盟

　（中止 ）

永泰元年

（765）3 月

　 代宗

代宗 は 宰 相達 に詔 し興 唐 寺
で 吐 蕃 と会 盟す る よう命 じ

た が，会盟 は中 ［E
な し

τ旧唐 書』 「新唐 書』吐蕃伝 ；

『冊府元亀』9別 外臣部盟誓 ・

永 泰 元 年 3 月 ；佐 藤 σ959，551）

  大暦会 盟

大歴 2 年

（767）4 月

　 代宗

長安の 興唐寺で 会盟 不明
『冊府 元亀亅981 外 臣部 盟誓 ・

大 暦 2 年 4 月 ；『資治通鑑』224

  建 中会盟

建 中 4 年

　（783）

　 徳宗

正 月 清水で 会盟

7 月 長安 で 再度会 盟

国境 劃 定，緩 衝 地 帯 で

の 兵力 増強 ・城 塞建設
・

田地耕作の 禁止 等

『新唐 書』吐蕃伝 ；『冊 府 元 亀』

981 外臣部盟誓・建中 4 年正月

  奉 天盟書

建中4年10 月
〜興元元年

（784＞正月

　 徳宗

朱批 の乱 を 避 け て

奉天 に逃亡 中だっ た徳 宗は，
長 安奪 回を 条件 に

吐蕃 と盟 約 を交 わす

吐蕃 が 長 安 を奪 回す る

事。唐 は 吐 蕃 へ 報酬 と

して 四 鎮・北庭 を割譲 し

毎 年絹 1 万 段 を 与 え る

事

『陸宣 公奏議』

巻 10 「賜吐蕃将 書」

巻 16 「興 元 賀吐 蕃 尚結 賛抽軍

回帰状 」

  平 涼偽盟

貞元 3 年

（787）

　徳宗

吐 蕃の 謀 略 に よ り会盟 に 集
ま っ た唐 の 使 者 60 数 名が

捕縛 さ れ た

な し

『旧唐 書』 『新唐 書』 吐蕃伝 ；

『冊 府元 亀』981 盟 誓 ・貞元 3

年

  長慶会盟

長慶元〜3年
（821 〜823）

　 穆宗

長 慶元 （82D 長 安 で 会 盟，
長 慶 2 （822） ラ サ で 会 盟，
長慶 3 （823）碑文を建て る

国境劃 定，国境侵犯 の

禁止 な ど

『旧唐 書』 『新唐書』 吐蕃伝 ；

『冊 府 元 亀上9S1 盟 誓 ・長 慶 元

年

麗討滅戦 に専念 して い る 間に，西方で は吐蕃が積極的 に西 域に侵攻 して きた 。 東西交易路の 要

で ある西域 の 掌握 は唐 に と っ て 非常 に重要で あっ た為，7 世紀後半，唐と吐蕃は そ の 覇権を巡 っ

て攻防戦 を繰 り返 した が，こ の 時の 唐軍の 4度の大敗が 東部ユ ー
ラシ ア諸国 （新羅 ・突厥 ・渤

海等）の 自立活動の 契機に もな っ た と思われ る （菅沼 2009）。 8 世紀に入る と近隣諸国へ の 唐の

対応策は少しずつ 変化 し，武力 を行使するだけで な く外交 も巧み に活用する よ うにな る 。

　そ の 際の 唐の 外交の 中心的な存在 とな っ たの が吐蕃で あ っ た 。 唐 と吐蕃は，当初は黄河を境

となし，730 〜 733 年頃の 開元会盟で は青海東南の赤嶺を国境 とな した 。 7 世 紀には武力を もっ

て 対外拡張 を推 し進め て い た唐が，8世紀 に入 っ て境界を定め て制限 を設けた点，そ して唐が

自分以外の 国家 を対等に近い 待遇で扱っ た点は，唐に とっ て は初め ての事であ り，画期的な出

来事で あ っ た と言 える 。 安史の 乱以 降の 吐蕃は
一時的に長安 を占領 し，河 西 ・隴 右 を占拠 し て

唐 を圧迫 した事 につ い て はよく知 られて い るが ， 安史の 乱以前か ら既 に吐蕃 は唐の対外政策を

変換 させ ，東部 ユ ー
ラ シ ア諸国に対 して も大 きな影響 を与 えて い たの で ある 。

　7世紀末か ら 8世紀前半 にかけて吐蕃 とともに唐 に とっ て脅威で あ っ たの は ，
モ ン ゴ リア の
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突厥 （第二 可汗 国）で あ っ た 。 『資治通鑑』巻 206 神功元年閏 10 月の 記事に よれ ば，唐は 697

年 （神功元年）吐蕃と突厥 を二 虜 ・二 賊 と称 し，こ の 二 国を二 大難敵 と認識 して い た 。 突厥 は

630 年唐に よ っ て
一

旦 滅ぼ され，約 50年間唐の 羈縻支配の もとに服 したが，第 2 次唐 ・吐蕃戦

争で の 唐軍の 敗北 も契機 とな り，
679 年突厥の 遺民は叛旗 を翻 し，682 年再興 を果た した 。 再興

後の 突厥 は，北東 アジ ア の 契丹や渤海を勢力圏に組み込 ん で 唐 を圧迫 した 。 701年に こ の 唐の

2 大難敵で ある吐蕃 と突厥が連繋 して 涼州を挟撃 した （『文苑英華』巻 972 「兵部尚書代国公贈

少保郭公行状」）為に唐 は衝撃 を受け，両者の 連繋を警戒 して，710 年最初の 節度使 で ある河西

節度使を涼州に創設 し，吐蕃と突厥の 連繋阻止 を図っ た （『資治通鑑』巻 215 天寶元年）。

1．2　神 龍会盟
一

会盟 の 内容お よび 歴史背景

　神龍会盟を記した直接的な史料 はな く， 会盟の 詳細も不明であ る。 しか し玄宗の 代 で ある開

元 2年 （714年）と開元 6 年 （718 年）に唐・吐蕃が 和睦交渉を行 っ た際，両国は神龍会盟に つ

い て 言及 して お り，以下の 3 点が分か っ て い る 。

　  中宗時代の 神龍 2 年 （706 年）に会盟が行われた （佐ee　1958，43g）。

　　 ・『冊府元亀』巻 981外臣部盟誓・開元 2 年 5 月 「（玄宗）勅 （解）碗齎神龍二 年吐蕃誓文，

　　　與 （皇）達延定界 。 注 ：臣欽若等日，神龍二 年盟誓事史歓」

　  唐 の 宰相 ら 10名 また は 22名 と吐蕃の 君臣が誓約 した 。

　　 ・『新唐書』巻 216 吐蕃伝 「吐蕃又遣使者上 書言， 孝和皇帝 （＝ 中宗）嘗賜盟，是時唐宰

　　　相豆盧欽望……凡二 十二 人，及吐蕃君臣同誓」

　　 ・『冊府元亀』巻 98工外臣部盟誓 「開元六年十
一

月，吐蕃遣使奉表日……
孝和帝在 日，其

　　　国界並是逐便断当訖，彼此亦巳盟誓。 漢宰相等官入誓者……一
十人 。 」

　  後 の唐の 宰相の 言か らは架橋や 築城など国境 に関する取 り決め を した事が伺える
c2）
。

　　 ・『新唐 書』吐蕃伝 「開元 二 年
……

宰相建言，吐蕃本以河為境，以公主故，乃橋河築城，

　　　置独山，九 曲二 軍，距積石二 百里 。 今既負約 ， 請毀橋，復守河如約」

　唐 と吐蕃が 会盟 に至 っ た経緯 につ い て は 『新唐書』 吐蕃伝に 「虜南属帳皆叛，賛普 自討死于

軍 。 諸子争立 ，国人 立棄隷鏥賛為賛普 ， 始七 歳，使者来告喪且求盟」と見え，704 年 に吐蕃王

チ ＝ド ゥ
ー

ソ ン が 陣没 し，新王の チ デ ツ ク ツ ェ ン （棄隷路賛）も幼少で あ っ たため吐蕃の 方か

ら唐に会盟の 締結を請願 した事が 分かる 。

　これに対 して唐が 吐蕃か らの会盟締結の 要請に応 じた国際情勢上 の 理 由は，神龍会盟を締結

した 同 じ年の 12 月以 降唐が 相次い で 突厥対策 （募兵 ， 要塞構築，反突厥勢力 との 連合等）を

行 っ て い る事 （菅沼 2010，4）よ り推測 して ，突厥 へ の 兵力集中とい う軍事上 ・外交上の 目的か

ら唐は吐蕃と の 会盟 を決断 した と思われ る 。 神龍会盟前後の 西 方と北方の情勢及び相関に つ い

て は年表 1 に まとめ た 。

　神龍会盟の 翌年の 707 年，吐蕃側の 要請に応 じて 中宗の 兄 の 孫娘金城公主がチデ ッ クッ ェ ン

に 降嫁する事が決定 し， 710年公主 が吐蕃 に輿入れ した 。
こ れ は文成公主 に次 ぐ 2 度 目の 公主

降嫁となるが ，712 年吐蕃は都州都督に 賄賂を贈っ て 公主の化粧料とし て 河西九曲を獲得 し，

同地 を前進基地 として 714 年 （開元 2）8 月，臨挑 （甘粛省）に入寇を再開 したため両国は戦争

を再開す る 。
こ の 和睦と戦争の 経過 を次節で 考察 した い と思 う。
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【年表 1】神龍会 盟前後 の 唐 ・吐 蕃 関係お よび 北方情勢

西暦 吐蕃 の 動 向　　　　　　　　　　　　　 突厥の 動 向 ・唐の 突厥対 策

701 叶 蕃と突厥が 涼 州 を挟撃

704 チ＝ドゥ
ー

ソ ンが 陣没 し，幼少 の チ デ ッ ク ッ ェ ン が即 位

　7D6
（神龍 2）

唐 ・吐蕃間 で 「神龍会盟 」を結ぶ

12 月 突厥が 霊州 ・原州 ・会州 を襲撃 。

中宗 は突厥可 汗黙畷 の 暗殺者に官職授与を約束

【神龍 会盟締結後 よ り対 突厥政策 を実行 】

　 707

（景龍 元）

吐蕃が 公主 の 降嫁を請願 した 為
4 月 金城公 主の 降嫁 が決 定

止 月 中宗が群 臣に 突厥平定策の 上 奏を下命。

対突厥 戦 に備 えて猛 士 を募兵

　 708

（景龍 2）

3 月 北 辺 に 突 厥 防御の 為の 要塞 （三 受 降城）を

構築。唐は，反突厭の 突騎 施 ・キル ギ ス と連

合 して 突厥攻撃 を計画 （〜710 年）

　 710

（景龍 4）
正 月 金城公 主 が 吐 蕃 に 降嫁

6 月以降 吐 蕃軍が安西都護 府を襲撃

【金城 公主降嫁後，突厥 に 兵力集中】
5 月 中宗が 突厥討伐 令 を発布

6 月 中 宗が 毒殺 され，突厥攻 撃は 中止

712 河西九 曲を金城公主 の 化粧 料 と して吐蕃 に 割譲

　 714

（開元 2）

5 月 吐 蕃が 国境 を河源 に 定め 会盟す る こ と を請願

6 月 吐蕃が 盟書 を献上

8月 吐 蕃軍 10 万 が 臨挑 に 入 寇，蘭州 ・渭源 を攻撃。
10 月 吐 蕃軍 が 渭 源 を再 攻撃 したの で 唐軍が こ れ を撃
退。吐蕃が 敵国の 礼 の 適用 を請願す る が玄宗は拒絶

12 月 唐 は郡州 に隴右節 度使 を設 置 （対 吐 蕃 防衛 が 日的）

【唐 ・吐蕃の 会盟 交 渉 は失敗 し両国 は戦争 再開】

2 月 突厥軍が北庭 を襲撃

3 月 北 伐 令 を発 布 して 突 厥攻撃 を 計画

【突厥攻撃に集 中する為 に 吐蕃の 会盟に応 じる】
7 月 契 月　（突厥 の 属国）が 唐 軍を撃 破

1．3　失敗に終わ っ た開元 2 年 （714 年）の会盟 締結の為 の 交渉

　唐 ・吐蕃問 の 会盟締結 の 動 きは開元 2 年 に もあ っ たが ， 和睦交渉の 最中に両者の 問で 戦 闘が

再開 した為 に会盟は 中止 とな っ た 。 本節で は．開元 2 年の 会 盟に向けて の交渉が 失敗に終わ っ

た背景等に つ い て 考える 。

　『旧唐書』巻 196 吐蕃伝，『新唐書』吐蕃伝，『資治通鑑』巻 21L　『冊府元亀』巻 981 外臣部

盟誓 ・開元 2 年など の 記載 を抜粋する と以 下 の 状況 であ っ た 。 開元 2 年 （714年）5 月，吐蕃

の 宰相盆 達延が ， 河源 を国境とな して新た な会盟 を結 びた い と唐 に 申し出 ， 玄宗もこ れ に応 じ

た為，6 月に は吐蕃の 宰相尚欽蔵 と名悉臘が来朝 して 玄宗 に 盟書を献上 し，唐 ・吐蕃間は新た

な会盟の 締結に向か っ た 。 しか し和 睦へ の 流れに逆行 して 同年 8 月，盆達延の率い る吐蕃軍 10

餘万が 臨挑 に入寇 し，蘭州 ・
渭源 を襲撃 した。更 に 10 月に も吐蕃軍が再度渭源を襲撃 した為，

玄宗は激怒 して 親征 を考える程 で あ っ た 。 唐軍は渭州西の 武街で 吐 蕃軍を大破 したが，唐 ・吐

蕃間の 戦争が再開 した為 に 盟約 は 定 まらなか っ た 。 こ の 様な状況下，吐蕃 は渭源攻撃 と同月の

開元 2 年 10月，唐に 遣使 して 「敵 国の 礼 （対等の 立場）」で 遇する よ う要請して きたが，玄宗

は当然の 事なが らこ れ を拒否 した 。 こ の 後，吐蕃は 開元 6 年 （718 年）11月と開元 7 年 （719

年）6 月に も遣使 して 盟書へ の署名を要請したが，玄宗は こ れ も拒絶 した 。

　国際情勢上 の 背景 と して は ，突厥 の 動向と唐に よ る突厥 攻撃作戦が 挙 げ られ る 。 開元 2 年

（714 年）2 月，突厥 は 北庭 を襲撃 し （『旧唐書』巻 194突厥伝），3 月，玄宗 は北伐令 を発布 し

て 大規模 な突厥討伐を計画 した （『文苑英華』巻 459 「令姚崇等北伐制」）
〔3）

。 唐 は 二 正 面作戦 を

回避 す る為 に は 吐 蕃 と の和平維持が 必要で ある と判断し．吐蕃 の 要請する新 た な会盟 に応 じた

の で あろ う。 また吐蕃 も，唐の 北方情勢の 不穏を察知して強気に出た と思 わ れ る 。 吐蕃が大軍

を集結 させ て 臨ん だ 開元 2 年 の 会盟要請は ，隴右へ の 侵攻を有利に進め る為の 謀略であ っ た か
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も知れ な い
。

こ うした状況に対する打開策 として，唐 は開元 2 年 12 月，鄰州 （甘粛省）に隴右

節度使 を創設 して対吐蕃の為の辺 防を強化 し，開元 6 年 （718年）と開元 7年 （719年）に吐蕃

の 要請す る盟書へ の 署名を拒絶 して，西方に対する警戒を強め た 。

　こ の 様に 開元 2 年の 唐 は突厥 と対戦中で あ っ た為，吐蕃に対 し融和策で 臨ん だ と考え られ

る 。 また開元 2年か ら 7 年にか けて の 交渉で 吐蕃が唐に対 して要求した 点をま とめ る と，  新

たに会盟する事，  新 たに国境 を劃定す る事，  吐蕃 を 「敵国の 礼」で遇す る事の 3 点で あ っ

た 。   と  は吐蕃の 長期的な外交 の 指針 とな り，こ の 後，  は開元会盟 （730 〜 733 年頃），建

中会盟 （783年），長慶会盟 （821年）で，  は建中会盟の 2 年前 （781 年）に各々 実現 され た 。

2　開元会盟 と赤嶺碑文　歴史背景 と時期

　開元 18年 （730 年）よ り唐 と吐蕃は和睦交渉 を行 い ，2度 目の 会盟 となる開元会盟 を結ん だ 。

唐 ・吐蕃は国境を青海東南 の 赤嶺に劃定 し，碑 を建て，碑石 の 上に は盟文 を刻み，国境 と盟約

内容を視覚的に明示 した 。 こ の碑文 を本稿で は 「赤嶺碑文」 と呼ぶ 。 2章 と 3 章で は開元会盟

と赤嶺碑文を取 り上げ考察する 。

2．1　開元会盟締結の歴史背景

　本節で は開元会盟を行っ た背景と理 由に つ い て，軍事 と国際情勢の 観点か ら論 じる事にす る 。

　吐蕃側 が会盟 を望 ん だ最大の理 由は軍事的敗北 で あ っ た 。 開元 16年 （728年）か ら開元 17

年 （729年）にか けて唐が 河西 ・隴右で 吐蕃軍 に連勝 し吐蕃側 の 重要な軍事拠点等 を奪取 した

為，吐蕃は交戦 を断念 し，開元 18 年 （730 年）遣使 して唐 に和睦 を要請 した （『旧唐書』 『新唐

書』吐蕃伝 ；『資治通鑑』巻 213）。 以後両国の 戦闘は止 み，毎年長安 とラサの 間を使節が往 来

して和睦交渉を行 うよ うに なっ た 。

　また唐側が，その軍事的勝利 に もかかわらず吐蕃 との 会盟 を受 け入れた背景 と して は，唐 を

取 り巻く国際情勢，特に北方情勢の悪化があ っ たと思 われる 。 実際，吐蕃 の 宰相名悉臘が長安

を訪れ唐 ・吐蕃が和睦交渉 を開始 した開元 18年 10月の 直前，同年 5 月 に，唐 の 支配下 にあ っ

た契丹が反乱 を起 こ し，突厥 の 支援の もと唐 へ の 抗戦を 開始 して い る 。 開元 20年 （732 年）3

月には契丹 ・突厥連合軍が幽州 （河北省）の 北山で唐 軍 と交戦 し，9 月には渤海が登州 （山東

省） を襲撃 し，開元 21 年 （733年）閏 3 月，突厥 ・契丹 ・渤海 3 国の 連合軍が楡関都 山 （河北

省）で唐軍を撃破 した （菅沼 2010，10− 11）。

　 こ の 様に唐は吐蕃 と和平交渉を行 っ て い た 同 じ時期 に突厥 ・契丹 ・渤海連合 と対決 して お り，

北方情勢 に専念する為 に も西方戦線の 終息 を期 して 吐蕃 と の 会盟 を図 っ た と思われ る。 年表 2

はこ の 時期の 唐 ・吐蕃 間の 戦闘 と和睦交渉を北方情勢と照 ら しつ つ まとめ た もの で あ り，西方

と北方に対する唐の 外交が密接 に相関 して い た事が見 て取れ る 、 開元会盟後の 数年 間は西方情

勢は安定し，そ の 間に唐は北方で の 戦 い に集中で き，そ の 後，北方情勢 も沈静化に 向か っ た 。
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【年表 2】開元 会盟 前後 の 唐
・吐蕃関係お よ び北 方情勢

西 暦 吐 蕃お よ び西 方情勢 突 厥 ・契 丹 お よ び北 方情 勢

　 728
〔開元 16）

正 月 安西副 都護 の 趙頤 貞が吐蕃軍 を曲子 城で 撃破

7 月 吐蕃軍 が 瓜 州 を襲撃 する が 張守珪 に 撃退 され る

7 月 河 西節度使 簫崇 らが渇 波谷 （青 海西）で 吐蕃軍 を

大 破

8 月 杜賓客 が 吐蕃 軍 を祁連 城で 撃破

8 月 突厥 が朝貢
9 月 突厥 が 朝貢

　 729

（開 元 17＞

3 月 張 守 珪 らが 吐 蕃の 大 同軍 （沙州 西南） を破 る

3 月 朔方節度使信安王幃が 石堡城を吐蕃 よ り奪取

【開元 16 〜17年，唐 は 吐蕃 に 集中攻撃】

　 730

（開元 18）

4 月 吐蕃が 朝貢
10 月 名悉臘 が 来朝 し方物 を献上 して和 睦 を請願

12 月 諾勃蔵 が 来朝 して 方 物 を献上

【唐
・吐蕃間の 和睦交渉が 始 まる】

5 月 契丹が 反 乱 を 起 こ し，突厥 に 帰 順

【北 方情勢が 緊迫 化 し始め る1

　 731
（開元 19）

正月崔琳が 吐蕃 に派遣 され，
その 後，吐 蕃の 論 尚它 俥 を 伴 っ て 長安 に 帰還

　 732

（開元 2 

正 月 尚它 碑 が 李行緯 と吐 蕃 に 帰 国

7月 論乾野 賛が 来朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13

月 幽州北 山の 戦い ；

　　契丹 ・突 厥 連 合軍 対 唐軍 （唐 軍勝利）

9 月 渤海が 登 州 （山 東省）を襲撃

　 733

（開 兀 2P

習靆 饗鸞 舗蠶編 。 。 撫 　［
9 月 赤嶺 に 境 界碑 を 立 石。唐 の 張 守珪，李行 緯，吐 蕃

の 莽布 支が 現地 で 建碑 を 監 督 【赤嶺碑 文の 立石】

閏 3 月

聾 鶲：突厥連 合 。 赭 。

【唐 軍が 北方連合 に 大敗 】

　 734

（開元 22）
玄 宗 が 李栓 を赤嶺 に派 遣

吐 蕃が王女 を突騎施可 汗 （蘇祿）に 嫁が せ る

4 月 張守珪が契丹 軍 を撃破

7 月 唐は 新羅 に 対 して 渤海討伐 を命 令

10月突厥可汗ビ ル ゲ が 暗殺され る

12月 張守珪が再度契丹軍 を撃破 契丹 は唐 に帰順

【唐 が 北方連合 に 対 し て反撃】

　 735

（開 元 23）

10 月 突騎 施が 安 西
・
北 庭 を襲撃

楊紹 賢が 視察 の 為 に赤 嶺 に派遣 され る

7 月
〜9 月 唐

・
契 丹 連 合 軍が 突厥軍 を撃破

【北方情勢が沈静化に 向か う】

737 吐蕃 軍が 小勃律を攻撃

　 738

（開元 26）

吐蕃軍が 河西 に入 寇。 唐は河西
・
隴右・剣南の 三 方而 よ

り吐蕃 に
一

斉攻撃。攻 撃開始 前に唐 は赤嶺碑文 を破壊

【唐 ・吐蕃間の 戦 争が 再開】

　 しか し，唐 ・吐蕃間の 和睦か ら数年後 の 開元 26 年 （738年），唐は河西 ・隴右 ・剣南 の三 方

面か ら吐蕃に対して
一
斉に攻撃 を再開 した 。 唐 ・吐蕃間の 戦争再開の 契機 にな っ た出来事は ，

吐蕃と突騎施の 婚姻同盟 と開元 25 年 （737 年）の 吐蕃に よる小勃律攻撃 と考え られる 。 『旧唐

書』 『新唐書』吐 蕃伝，チ ベ ッ ト語編年記等の 記述 よ りこ の 時期 の 吐蕃の動 向を概観する と，

吐蕃は 開元 22 年 に突騎施 と通婚 し，開元 25 年 に小勃律 を攻撃 して い る （森安 1984，36−39；王

1992，153）。 突．騎施は，吐蕃 と通婚 した翌年の 開元 23 年に安西 と北庭 を襲撃 したが ， 吐蕃 と突

騎施 は過去に 2 度連 合して安西都護府 を襲撃 して お り，唐 は両者の 連繋 を西域へ の 脅威 と捉 え

警戒を強め た と思 わ れ る （菅沼 2010，15）。 また、小勃律 は カ シ ミール 西北 の 小 国で 「唐の 西

門」 と称 され て い た 。 開元 会盟に よ り赤嶺の 侵犯が禁 じられ た為，吐蕃は パ ミール経 由で の 西

域侵攻ル ートの 開拓 を図 っ た と思われるが，同地 を奪 われる と西域 が吐蕃軍に脅か され る為 ，

唐は 開元 26 年，吐 蕃へ の 攻撃 を再 開した と考 えられる 。

　 こ こ で 筆者が注 目した の は，唐は吐蕃と の 休戦期 間に契丹を帰順 させ突厥 を撃破 し，開元 23

年 （735 年）9 月には北方情勢 を沈静化 させ て い る点で あ り，国際情勢の 上 か ら も唐 には吐蕃 と

の 休戦 を続ける必 要性が 薄 らい で い た 。
つ ま りこ の 時期 の 外交 を唐側 か ら見 る と，開元 18年
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5 月以降，北方情勢が 不穏で あっ た為，唐は二 正面作戦の 回避 を図っ て 吐蕃 と会盟 し，唐 は契

丹を帰順 させ
， 開元 23 年に突厥 を撃破 し，北方で の 戦 い を終息させ た。その 間，開元 22 年以

降，唐が北方情勢 に専念 して い る隙に吐蕃が 西域 へ の 侵攻を企て た為，唐は北の 憂 い を除い た

後，吐蕃との戦 い を再開 した と い う構図に なる。

2．2　開元会盟の 行われた 時期

　開元会盟の 行 われた時期 につ い て は史書に明確な記載がない 。 ただ 関連する 史書の 記述 とし

て は，『冊府元亀』巻 981外臣部盟誓 に 「開元 18年 （730 年）10 月， 吐蕃使名悉臘等至京。詔

御史大夫崔琳，充使報聘」とあ り， 『冊府元亀』巻 979外臣部和親 2 に 「開元 18年 10 月 ， 吐蕃

遣其大臣名悉臘来朝，請固和好之約
……今故使御史大夫崔琳往申信約」とある 。

　名悉臘は吐蕃の宰相で あ り， 約 20 年前の 709年，金城公主を迎 える為に唐に 来朝し，710年

に公主 をラサに連れ帰 り，開元 2 年 （714年）6 月に は来朝して玄宗に盟書を献上 した （『新唐

書』吐蕃伝）。 こ の 様に名悉臘は親唐の 和平派の 重鎮で あ り，開元 18年（730 年）10 月，和睦交

渉の 為に唐に派遣された と思われる 。 また唐側の崔琳は御史大夫であ り，開元 19 年 （731 年）

正 月にラサに派遣 され ，同年 9 月，吐蕃の論 尚它碑 を伴 っ て帰 国 した （『資治通鑑』巻 213）。

こ れに つ い て は，上 記 『冊府元亀』外臣部和親 2 に 「崔琳往 申信約」 とあ り，崔琳が盟約の 為

に吐蕃に派遣 された事，『冊府元亀』外臣部盟誓に 「充使報聘」 とあ り，崔琳が前年の 名悉臘の

来朝に対する答礼 として 吐蕃に派遣され た事の 2 点が推測 される 。 こ れ らの 記事 よ り，名悉臘

は開元 18年来朝 して長安で の会盟 に参加 し， 崔琳 は開元 19 年吐 蕃に派遣 されて ラサ で の 会盟

に参加した と推察する論考もあ り （劉 1989，56）、筆者 もこ の 論考が妥当で ある と考える 。

　更に筆者は ， 開元 18年 10月の 名悉臘 の 来朝と開元 19年正 月の 崔琳の 吐蕃へ の 派遣が 『冊

府元亀』巻 981外臣部の 「盟誓」の 条 に取 り上 げ られ て い る事に注 目 した 。 『冊府元亀』外臣

部 「盟誓」に は，唐 と吐蕃の その他の 会盟 （開元 2 年の 会盟交渉，宝応会盟，永泰会盟 大暦

会盟，建 中会盟，平涼偽盟，長慶会盟）， 唐 ・突厥間で 結ばれた 2 度の 会盟，唐とウ イグ ル の 会

盟，前漢 と匈奴の 会盟等も収録 されて お り， 唐 を含 め た中国王朝 と隣接する 国家との 会盟や盟

約 に関する記事が収め られ て い る 。 こ の 事 より，名悉臘の 来朝と崔琳の 吐蕃 へ の 派遣は，会盟

に関連 した記事で ある可能性 が高い と考え られ る 。

　また 唐の宰相張九齢の 文集 『曲江 集』巻 11 に玄宗が チ デ ッ ク ッ ェ ン に下 した勅書 「勅 吐蕃

賛普書・第 3首」が載 っ て お り，そこ に 「与賛普結約，于今五 年 （賛普と盟約 したの は今か ら 5

年前）」とある 。 勅書 の発布年代 は不明で あるが，先行研究は作成年代 を開元 24 年 （736 年）と

考証 して い る （譚 1988，132；顧 2005，246）。 そ の 5 年前は 開元 19年 （731 年）に 当た る の で ，

こ の結約は 開元 正9年 に ラサで 行 われた会盟 を指 して い る と考えられる 。

　以 上よ り， 開元 18 年に 吐蕃の 名悉臘が来朝 して 長安で会盟 し，開元 19年に崔琳が派遣 され

ラサ で会盟が行 われた との 結論が妥当で あろ う。

2．3　赤嶺碑文 ：建碑 監督者 の 北方戦線へ の転任 と建碑年の特定

　赤嶺碑 の 建碑年代 につ い て は 2 通 りの 記述 が あ り，『冊府元亀』巻 653奉使部称 旨・李嵩，巻

979外臣部和親 2， 『旧唐書』巻 112李嵩伝，『資治通鑑』 巻 213，『唐会要』巻 97 吐蕃伝で は碑
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が建て られ たの は開元 21年 （733 年）で ある とし，『旧唐書』巻 8 玄宗紀 巻 196吐蕃伝で は

建碑年 を開元 22 年 （734 年）で ある と記して い る 。 赤嶺碑に関す る先駆的な研 究 と して ，諏訪

義譲氏 は 『旧唐書』吐蕃伝 の 記述 よ り開元 22 年に建碑 とし （諏訪 1956，112），佐藤長氏は 『冊

府元亀』巻 979外臣部和親 2 に引用 され た赤嶺碑文に 「其碑文日，維大唐開元 二 十
一
年 t 歳次

壬申」 と記され て い る事か ら，碑は開元 21 年に建 て られ た と考証 した （佐ma　1958，466）。

　尚，上 記の 『冊府元亀』外 臣部和親 2 に は 「二 十
一

年 二 月，金城公主上言 ， 請以今年九月一

日樹碑于赤嶺，定蕃漢両界……及樹之 日，詔張守珪 ，李行緯，与吐蕃使莽布支 ， 同観樹焉」 と

見え，開元 21 年 2 月，金城公 主 よ り玄宗 に対 し赤嶺 へ の 建碑 の 要請があ り．建碑の 日，唐か ら

は張守珪 と李行緯，吐蕃 か らは莽布支が派遣 されて 立石の 監督 に当た っ た 。

　張守珪 は開元 16 年 （728年）7 月に瓜州，開元 17年 （729年）3 月に沙州西南の 大同軍 にお

い て各 々 吐蕃軍 を撃破 し （年表 2），対吐蕃戦の 前線指揮官 となる鄭州都督，隴右節 度使 に任命

された 。 張守珪は，対吐蕃戦での 経験 と実績に よっ て建碑の監督者に選ばれ たと思われ る 。

　筆者 は ， 開元 21 年建碑説に対する有力な根拠 として，こ の建碑監督者の 張守珪 に注目 した 。

張守珪 は赤嶺で の 建碑に 立ち会 っ た後，契丹討伐軍の司令官と して北方戦線へ 異動 し，開元 22

年に は 契丹軍 と戦 っ て い る の で ある 。 『旧唐書』巻 103 張守珪伝，『新唐書』 巻 133張守珪伝 に

よれ ば，開元 21 年，張守珪 は北方 の 幽州長 史， 営州都 督 ， 河北節 度副大使 に転任 して対契丹

戦の 指揮官 とな っ た 。 北方に異動後の 張守珪 は開元 22 年 （734 年）4 月 と 12 月に 契丹軍 を撃破

し，契丹 を帰順 させ た （菅沼 2010，　12− 14）。 仮に建碑が開元 22 年で あ っ た とする と建碑監督者

の 張守珪は立 ち会えない の で ，碑 はやは り開元 21 年に 建て られた と考える べ きで ある 。

　また，開元 22 年の 記事につ い て は ， 佐藤氏 は唐側 の 赤嶺碑視察の 記事で あろ うと推察 した

が，開元 22 年 に唐側の 視察の 必要性 を裏付 ける傍証 として筆者 は以下 の事実 に注 目した 。 開元

21 年秋，吐蕃軍が河西 に入寇 した為，唐の 王忠嗣 はこ れ を撃退 して い る （『冊府元亀』巻 358

将帥部立 功 11，巻 396 将帥部勇敢 3）。
つ まり，境界碑の 立石後 も両国の和睦が不安定で あっ た

為，開元 22 年，唐 は国境の 赤嶺に金吾将軍の 李佳 を派遣 し，吐蕃 と の 盟約を再確認 させ た可能

性 もある 。 尚，『冊府元亀』巻 980外臣部通好 には 「開元 二 十三 年，命通事舎人揚紹賢往赤嶺以

宣慰焉」 と見え，開元 23年に も楊紹 賢が赤嶺 に派遣 され て 視察に当た っ て い る 。 チ ベ ッ ト語編

年記に よれ ば，唐は，開元 17〜 25 年の 期間，開元 26 年の 戦争再開の 前年まで，毎年ラ サ に使

者を派遣 して い る （王 1992，152− 153）。
こ の 頃，北方で は開元 23 年 （735年）の 7 月か ら 9 月

にかけて唐と突厥が契丹 の 帰属 を巡 っ て対戦して い た （年表 2 ；菅沼 2010，14）。 北方に不安材

料 を抱 え て い た為，唐 は西方で の和平維持 に腐心 した の か も知れ な い
。

　西方と北方に対する唐の 外交姿勢の 連動は，派遣 され た 入材，張守珪 と李佳 の 異動に も見て

取れ る 。 唐は，対吐蕃戦で殊勲を上 げた張守珪を対契丹戦に投入 し，北方戦線で の 戦果 を期待

した と考えられ る 。 唐に とっ て赤嶺碑文の 立石は西 方戦線の 終息を意味した の で ，張守珪 に対

して は，西方の 前線指揮官と して の 最後の 任務で ある建碑の 監督を任せ，そ の 後，北方へ の 転

戦 を命じた と思われ る。 また 開元 22年に赤嶺へ 派遣 され た李栓に つ い て も，開元 22 年 12 月，

突厥 に弔問の 為 の 派遣 を命 じられ （佐藤 1958，　467），開元 23 年に は 突厥 で ビ ル ゲ 可汗碑文の 立

石 に立ち会 っ て い る （岑 20（M ，439−441）。 こ の 様に，唐側で は西方 と北方の フ ロ ン テ ィ ア で 同

時期 （数 ヶ 月以内）に共通 の 人材が 登用 され て い る 。
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3　開元会盟の 内容および国境劃定

　本章で は開元会盟 の 内容 を ま とめ，会盟の 重要条項 で ある 国境の 劃定，及び境界碑で ある赤

嶺碑文 を取 り上 げ，それ らの 歴 史的意義に つ い て 考えて み た い 。

3．1　盟約の 内容

　開元会盟の 盟文は 『冊府元亀』巻 979 外臣部和親 2 ・開元 21年に記載 されて い る 。 以下 に盟

約 の 要点をまとめ る 。

　  唐 ・吐蕃 間の 舅甥関係を確認 して親善を強調 ： 「舅甥修其旧好，同為
一
家 （舅 〔唐〕と甥

　　〔吐蕃〕は旧好を修め 同 じ
一
家となる）」

　  国境侵犯 の 禁止 ：「不得兵馬相侵 （兵馬で 相互に 侵犯 して は ならな い ）」

　  吐蕃に対す る戒め ：「無或……
侵擾我河湟，窺視我亭障 （吐蕃 は唐の 河湟に侵攻 して は なら

　　ない
， 唐 の 辺塞 を窺っ て は ならない ）」「無或……剽掠我牛馬 ， 蹂躙我農穡 （吐蕃は唐の 牛

　　馬 を掠奪 して はならない ，唐の 農耕地 を蹂躙 して はな らな い ）」

　  唐 の 将兵 に対す る 戒め ：「我家用不奄襲爾城守，覆墜爾師徒 ， 壅塞爾道路 烟滅爾部落 （唐

　　は吐蕃の 城塞 を襲撃 しない ，吐蕃の 軍隊を攻撃しない ，吐蕃 の道路 を塞が ない ，吐蕃の 部

　　落を焼 き滅ぼ した りしない ）」

　以上 の 様に 盟 文に は唐 ・吐蕃 間の 和睦条項が記 され て お り，こ の 盟 約が赤嶺碑文の 上 に刻ま

れて 国境 に建 て られた 。

　尚，会盟の 盟文 にお い て は，『春秋左氏伝』 を典拠 とする 中国古来の 会盟形式に 則 っ た表現が

用 い られて お り，例 えば ，『左伝』襄公 18年の 「有如 日 （日の 神 に か けて 誓 う）」，『左伝』襄

公 19年の 「有如河 （河の 神よ照覧 し罰 した まえ）⊥ 『左伝』宣公 15年 の 「我 無爾詐，爾無我

虞 （我 は汝 を偽 らない ，汝は我 を恐れ る事は な い ）
ω
」等が その ままの 形で 記 され て い る。（『左

伝』 の 訳は （小倉 1988− 1989）を参照 した 。 ）しか し、開元会盟 の 盟文の 締め括 りで は，「左伝』

成公 12年の 「有渝此盟」の 「盟」を恐 らく意識 的に 「誠」に修正 して 用 い ，「有渝其誠 神明

極 （その 誠 に違える事あらば 明神が罰 を下すだ ろ う）」 と して い る 。 これ は，対等な会盟 とは

幾分異 なる とい う唐側の ニ ュ ァ ン ス を反映 した もの と推測する 。

3．2　国境 の劃定 と赤嶺碑文 の 立石

　唐は開元 21 年 （733年）国境の 赤嶺に碑 を立て ，国境 を明示 した 。 それ以前に も国境に 関す

る取 り決めが な され た よ うで ある が ， 吐蕃の越境行為 （黄河 へ の 架橋，独山軍 ・九曲軍の 設置

等）に よ り実際 に は 国境が 遵守 され なか っ た為，唐は 目印となる境界碑の 立石が必要で ある と

判断した と思われる 。 尚， 盟約を碑に 刻ん で 立て る とい う方法は唐蕃会盟碑に も継承 された 。

赤嶺が境界線に選ばれた理 由と して は以下の 3 点が考えられ る 。   開元 17年 （729 年），唐軍

は石堡城 （赤嶺の 東 20 里 に あ っ た吐 蕃の 軍事基地）を奪取 して お り，軍事的に有利な立場の

唐は勝利した とこ ろで境界 を線引 きした （軍事上 の 理 由）。   赤嶺 よ り以 東は農耕地帯，以西

は遊牧地帯で あ っ た （佐藤 1978，141，
265 注 48）た め 自然 ・地理の 上 か らも赤嶺は両国の 境界
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として 適切で あ っ た （地理上 の 理 由）。   開元 19年 （731 年），赤嶺が互市の 場 と して 許可 され

（『資治通錮 巻 213）， 両国に と っ て は 交易の 接点 に もな っ て い た （経済上 の 理 由）。

3．3　碑文の 意味 と役割 ：会盟碑 と境界碑

　唐と吐蕃は ，こ の 後も会盟 の 際に碑を建て る事が あっ たが，碑文に は モ ニ ュ メ ン トと して の

意味の 他に以下の 様な機能的な意味 もあ っ た 。   ある種 の 碑は盟約を刻ん で会盟 の 内容を明示

し，明確な記録を告知す る会盟碑 と して の 意味を有 した 。 会盟碑の 例 として，赤嶺碑文 と唐蕃

会盟碑が 挙げ られ る 。   幾 つ か の 碑は国境地 点の 目印とな る境界碑と して の 意味 を持 っ た 。 境

界碑の 例 と して は赤嶺碑文，それ に，建中会盟 の 開催地 で あり国境で もあ っ た清水 （甘粛省）

に建て られた 「清水碑石」 （4 章で 詳述）が挙 げ られる 。

　赤嶺碑文は、会盟碑 と境界碑の 役割 を兼備 した 。 唐は開元 26 年 （738年）吐蕃へ の 攻撃を再

開 したが，その 際 玄宗 は赤嶺碑文の 破壊 を命 じて い る 。 唐 に と っ て 赤嶺碑 文の 破壊 に は，国

境 も含 めた開元会盟の 実質的な破棄 を意味 した と考 えられ る 。 また   につ い て 筆i者は，徳宗時

代 。 吐蕃 の宰相 尚結賛が 「以定界碑被牽倒，恐 二 国背盟相侵 （境界碑が引 き倒され て い た の で ，

私は両国が盟約 に背 い て 相互侵犯す る の で は な い か と恐 れた）」 と述べ て い る事 （「旧唐書』吐

蕃伝） に注 目した 。
こ の 境界碑 が い ずれの 碑か 史料 に明記 され て い な い が，当時の 吐蕃の 勢力

圏を考 える と清水碑石 と推定 される 。 境界碑が なければ 国境が不明確 とな り，国境侵犯の 危険

性がある との 指摘 は ， 碑文の 実際的な役割 を意味 して い る 。

4　開元会盟 と安史の乱後の会盟 との 類似点 と相違点

　本章で は安史の 乱 （755 〜 763 年） の 前後 の 会盟 を取 り上 げて 比較検討 し ， 乱 の 前後 で 唐の

吐蕃対策が どの 様に変化 したか を見る 。 安史の 乱以 後の 会盟 として は，乱の 終息 よ り20 年後の

徳宗時代の建中 4年 （783年）に行われた建 中会盟 を主 と して取 り上 げ，開元会盟 との 類似点

と相違点 を箇条書 に して まとめ る 。 建中会盟は，開元会盟 と同 じ 8 世紀に行わ れ た為に時間的

に近 く， か つ 唐が 安史の 乱で被 っ た痛手か らの 回復 を模索 して い た 時期の 会盟で もある為， 唐

の 外交の 変化が 明瞭に 見て 取 れ る 。 また ，有名な長慶会盟 （821 年）に つ い て も簡単 に ふ れる

事 にする 。

（1）類似点

　  国境劃定 ： 開元会盟。建中会盟 ，長慶会盟で い ずれ も国境 を劃定した 。

　  国境 の 遵守お よび 国境地点で の 境界碑の立石 ： 開元会盟，建 中会盟．長慶会盟で 両 国は国

　　境の 遵守を誓 っ た 。 更に開元会盟の 時に は国境に赤嶺碑文を建て て 国境を明示 した 。 また

　　建 中会盟の 際には，会盟 の 開催地 で あっ た清水 と国境地点に各々碑 を建て た と思 われ る。

　　そ の 事は以下 の 2 史料か ら推察で きる 。

　　　　【史料 1】『唐会要』巻 97 吐蕃伝 に 「建中三 年 （782 年）九月，崔漢衡與蕃使 ……約霊

　　　　州以賀蘭，浬州以弾筝峡西口，隴州以 清水 ， 為漢界 ， 皆建碑以誌之」とあ り，建中会

　　　　盟の 前年 （建中 3 年）の和睦交渉にお い て，唐側の 国境地点の全 て に碑を建て，そ こ

　　　　が国境地点で ある事を記すこ とを約 して い る 。

一38一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Tlbetan 　Studles

一 唐 ・吐蕃会盟の 歴史的背景とそ の 意義
一

　　　　【史料 2】唐の 宰相陸贄の文集 『陸宣公奏議』巻 10 に，徳宗が 吐蕃の 将軍尚覧鑠 に与え

　　　　た勅書 「賜吐蕃将書」が記載されてお り，そ こ に 「清水碑石」 とい う言葉が見える 。

　　　　こ の 碑石 に つ い て の 詳細は不明で あるが 清水 は建中 4 年 （783 年）正月に行われ た

　　　　建中会盟の 開催地で あ り，建中会盟で定 まっ た 国境地点の 1つ で もあっ た 。 こ の地に

　　　　建て た碑を唐は清水碑石と称 したと思われる 。

　  碑文 へ の 盟約内容の 刻石 ： 開元会盟で は盟約内容を赤嶺碑文 に刻 ん で 建て た 。 長慶会盟の

　　時に立て られた盟約 を刻んだ碑は，唐蕃会盟碑 として ラサに現存 して い る （岩尾 2009）。

  舅甥関係 に擬 した友好関係の 強調 ： 開元会盟，建中会盟，長慶会盟の い ずれにおい て も，

　　唐 ・吐蕃 を舅甥関係 に擬 して，両国の 親善の 強さ を強調 した 。

　こ の 様に国境 ・友好関係な ど，ある種普遍的な枠組み に つ い て は時代 を越 えて共通 して い る 。

（2）相違点

  表現の 変化 ： 開元会盟は 「内外」「遠近」「華夷」な ど華夷思想 を含んだ表現や 『春秋左氏

　　伝』の表現が多 く，中国古来の会盟の 形式に則っ て い る 。

一
方，建中会盟の 2年前の 建中

　　2 年 （781 年）12 月，吐蕃王チ ソ ン デ ツ ェ ン が 「吐蕃 と唐は舅甥の 関係にあるの に，なぜ

　　吐蕃を臣下 の 礼で遇する のか」 と上奏した為 ，徳宗は勅書の 表現 を書き改め た （『旧唐書』

　　吐蕃伝 ；『冊府元亀』巻 981 外 臣部盟誓）。 また宰相陸贄の 文集 『陸宣公奏議』巻 10 に記

　　載の ，吐蕃の 宰相尚結賛に与えた勅書 「賜吐蕃宰相 尚結賛書 ・第 3 首」にお い て も，徳宗

　　は吐蕃を 「大蕃」 と呼び，かつ 対等 に扱 っ て い る 。 尚，長慶会盟で は 「西は大蕃，東は巨

　　唐」 と記され ，吐蕃は唐 に比肩 した対等国 と して 表現 され て い る 。

  「敵国の 礼 （対等 の 立場 ）」の 承認 ： 玄宗は開元 2 年 （714 年） 10月，吐蕃に対 して 敵国

　　の礼 を認め なか っ たが，徳宗は建 中会盟の 前 （建中 2 年 12月），吐蕃に敵国の 礼 を認めた

　　（『冊府元亀』巻 981 外臣部盟誓 ；金子 2001，147− 150）。

  国境地点の 複数化
・
厳密化 ：開元会盟で の 国境地点 は赤嶺の

一
箇所であっ たが，建中会盟で

　　定め られた国境地点は 7 箇所ほ どで あ り，唐側の 境界は，浬州で は弾筝峡西口 （甘粛省），

　　隴州で は清水 （甘粛省），鳳州で は 同谷 （甘粛省），剣南 （四川省）で は西山 ・大渡河で あ

　　り，吐蕃側 の 境界は臨挑 （甘粛省 ），成州 （甘粛省），剣南の 西方で は大渡水西南の大河で

　　あ っ た 。 尚t 建中会盟で 定め られ た 国境地 点は他の 会盟 と比較して 最多で あ り，最 も厳密

　　に決め られて い る 。 安史の 乱以 降，河西 ・瓏右が吐蕃の勢力圏 と化 した為，唐 は長安 の 防

　 衛 も考慮 して 建中会盟で は特に国境線を厳格 に定め た と思 われ る 。

  国境線に関す る条項 ：建中会盟で は国境に緩衝地帯が 設けられ （佐es　1959，614），緩衝地帯

　　で の 耕作 ・城塞 の 増設 ・兵力増強の 禁止等が定め られ た 。 更に後の長慶会盟で は，国境地

　 帯 における不審者の 扱 い 方も定め られ た 。 この 様に年を経 るに従 っ て国境 に関す る条項が

　 加え られて ，会盟の 内容が進化 して い る 。 安史の乱後の唐に とっ て は吐蕃との 国境問題

　 長安の 防衛が重要度 を増 した為，国境地 帯で起こる諸問題 に対応 して実情 に即 した具体的

　　な条約内容 へ と変化 して い っ た と思 われ る 。

  史書の 記述の 変化 ； 開元会盟に関する記述は年代も史料に よ っ て異な り会盟の詳細 も不明

　 で あるが，建中会盟 ・長慶会盟に つ い て の 記述 は詳細で概 ね一
致 して い る 。 こ の 相違 に関

　　して は    で も見た ように，安史の乱後の 弱体化 した唐に とっ て は吐蕃 との取 り決めが死
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　活問題 にな っ た為，軍事上 ・外交上 の 重要事項に つ い て唐は事細かに記録 を残 し，吐蕃が

　盟約 を違 えた場合，記録をもとに正せ る よ う史書の正 確化と詳述 を図っ たと思われ る 。

こ の様に ， 会盟の 相違点 として は，安史の 乱後の 唐の勢力衰微を如実に反映 して い る 。

5　唐 ・ 吐蕃会盟の 後世 へ の 影響一 渣淵の 盟 との 比較

　本章で は ， 唐 ・吐蕃会盟 と漉淵の盟 などを比較し，そ の 共通点等を概観 した い と思 う。

　中国王朝と隣接する国家との 間で交わ された 最も古 い 外交事例は，前漢と匈奴の外交交渉で

あろ う。 前漢の 高祖は匈奴の 冒頓単于 に敗北 後，和睦の 条件と して，毎年絮 ・繪 ・酒 ・食物を

匈奴に贈 る事，単于 と兄弟の 誼を結ぶ事，単于 に公主 を降嫁 させ る事を約 した （『漢書』巻 94

匈奴伝）。 その 後，外 交の 形態 は変遷 して い っ たが共通する 点も多 く見 られ る 。 こ こ で は，唐・

吐蕃会盟の うち盟約内容が分か っ て い る開元会盟 奉天盟書，建 中会盟，長慶会盟 を取 り上 げ，

唐 と突厥 ・ウ イグル と の外交交渉 も加 えなが ら，前漢 と匈奴の 外交事例，漕淵の 盟 の 条約内容

（『続資治通鑑長編』巻 58；田村 1964，182；古松 2007，　32−35，40） と比較 し，共通する項 目を抽

出 し以下 に ま とめ た 。

　  擬制家族 （血縁）関係 ：前漢の 高祖 は匈奴の 冒頓単于 と兄弟の 誼 を結ん だ 。 唐は突厥 と父

　　子関係，ウ イグ ル と兄弟関係 を結 んだ 。 北宋 と遼は濱淵の 盟 で 兄弟の 誼 を結ん だ 。

　  国境 の劃定T 国境侵犯の 禁止 ：前漢の 宣帝 と元帝 は，匈奴の 呼韓邪単于 と の 間で，長城 よ

　　 り南 は天子が領有 し長城 よ り北は単于が 領有す る事を約 した 。 唐 と吐蕃 は 【開元会盟】【建

　　中会盟】【長慶会盟 】で 国境 を劃定 し，国境の 侵犯 を禁 じた 。 北宋 と遼は，渣淵の 盟 で，国

　　境を瓦橋関 とする事，関南は宋の 領有とする事，疆界 を守 っ て交侵 しな い 事を定めた 。

　  緩衝地帯の 設定 ： 【建 中会馴 と檀淵の 盟 で は各々 両国の 国境に緩衝地帯が 設け られ た 。

　   国境地帯で の 城塞の 増築等の 禁止 ：【建中会盟】で は緩衝地帯で の 耕作，城塞の 増設，兵力

　　の増強を禁 じた 。 漕淵の盟で は国境地帯で の城塞 ・河道の新築開抜を禁止 した 。

　   国境地帯で の 不審者 ・降服者 ・捕虜等に関する規定 ：前漢の 宣帝と元帝は匈奴 との 間で，

　　長城を不法に越 える者が あれ ば通報する事，降服者 は受け入れ ない 事を約 した 。 唐 は 【長

　　慶会盟】にお い て国境地帯での不審者の 扱い を決めた 。 北宋 と遼は渣淵の 盟で ， 相互 に捕

　　虜を送還する事 を約した 。

　   国境地帯で の 交易の 許可 ：前漢の 景帝，即位直後の 武帝は，国境 に関市 （官設の 貿易場）

　　 を開 き匈奴に物資を供給 した 。 また唐は，例えば開元 15年 （727年）突厥 に対 し国境地帯

　　 の 西 受降城で の 互市，開元 19年 （731年）吐蕃に国境赤嶺で の 互 市を各々許可 し，大暦 8

　　年 （773年）ウイ グ ル に互市 を許 した 。 北宋は遼に対 し国境地帯 の桂場 にお い て交易 する

　　事を許した 。

　   歳幣 ： 前漢の 高祖は匈奴の 冒頓単于 に対 し， 毎年絮 ・繪 ・酒 ・食物 を贈 る事 を約 した 。 唐

　　 は至徳 2 載 （757 年）ウ イグ ル に対 して毎年絹 2 万 匹の 下賜 を約 し，【奉天盟書】で は徳宗

　　 が毎年絹 1万 匹を吐蕃に下賜する事を約した 。 演淵の 盟で北宋 は遼に対 し，毎年絹 20 万

　　 匹，銀 10 万両を贈る事を約 した 。

　   盟約 を刻ん だ碑文の立石 ：唐は 【開元会盟】【長慶会盟】の 際に盟約 を刻ん だ碑を建て た 。
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　　 北宋の 仁宗は，開封の 天章閣に漉淵 の 盟の誓言 を刻んだ碑を建て た 。

　 これらの 共通点 に関する推論 と して，唐は前漢 ・匈奴間の 外交事例 を
一

部反映させ つ つ ，西

方の 吐蕃及 び北方の 突厥 ・
ウ イグル と の外交関係 を築 き，それは 更に後世 に受け継がれ て北宋

と遼の 澄淵の 盟の モ デ ル にな っ たと い う構 図が成 り立 つ よ うに思える 。

　唐の 外交 と前漢の 外交 とで は，擬制家族 関係 ・国境や領域 の規定 ・国境地帯で の 交易 ・歳幣

な どの 共通点が見 られ る。 但 し，国境 につ い て は，前漢 と遊牧 の 匈奴 とが漠然 と支配領域 を約

したの に対 して ，唐は吐蕃 と の 問で 実情に即 した 形で 幾度か国境 を劃定 し直 し，碑 を建 て て 境

界 を明示 し，緩衝地帯 を設置す るな ど，厳密で詳細 な取 り決めを行 っ てい る 。

　唐 の 外交 と宋代 の 渣淵の 盟 との 間には ， 表 2 で 示 した様 に，多 くの 点で 直接的 な対応が見 ら

れ る。 漉淵の盟 につ い て は，毛利英介氏が遼 と後唐の 間で結ばれた雲中会盟が原型であ ると論

考 した （毛利 2006）が ，筆者は本章で例示 し考察 した様に t 吐蕃及び突厥 ・
ウイグ ル に対する

唐の 外交政策が モ デ ル とな り，五代 ・北宋 へ と継承 された可能性 も充分に ある と考える 。

【表 2】唐 の 外 交 （対 吐蕃 ・突厥 ・ウイグル ） と濱淵 の 盟 との 比較

唐 の外 交 （対 吐蕃 ・突厥 ・ウ イ グ ル） 北宋 と遼 ：漉淵 の盟 （夏004 年）

擬制家族 関係 突厥 と父子 関係，ウイグル と兄弟関係 遼 と兄弟 関係

国境劃 定
吐蕃 と 国境劃 定

【開元会盟，建 中会盟，長慶 会盟】
瓦橋 関を国境 とし関南 は宋の 領有 とす る

国境侵犯の禁止
吐蕃と国境劃定 し，国境侵犯 を禁止

【開元会盟，建 中会盟 長慶会盟】
疆界を守 っ て 交侵し ない 事

緩 衝 地 帯 緩衝 地 帯 を設 置 【建 中 会盟 】 緩 衝 地 帯 を設 置

城塞等の 新築 ・

増 築の 禁止

緩衝 地帯で の 耕作，城塞 の 増設，兵力増 強の 禁止

健 中会盟】
沿 辺 の 城 塞 ・河 道は 新 築 開抜 しな い 事

捕虜 ・降服 者等

に 関する 規定

国境地 帯で の 不審者 に 関す る扱 い を 決め た

【長慶会盟 】
両 国の 俘 虜 は相互 に 送還す る事

国境地帯で の

交易 を許可

開元 15年 （727）突厥 に対 し国境地帯 （西受降

城）で の 互 市を 許可

開元 19年 （731）吐蕃 に 国境 赤嶺で の 互 市を 許可

国境 地帯 の 権場 での 交易 を許可

歳幣

757 年 ウ イ グ ル に対 して 毎 年絹 2 万 匹 の 下賜 を

約束

【奉 天盟書】で 吐蕃に 対 して 毎 年絹 1 万 匹の 下賜

を 約 束

北宋は毎年遼に 絹 20 万匹，銀 10万 両を贈る事

盟 約 を碑文 に

刻 ん で 立石

盟 約 を刻 ん だ碑 を立 石

【開元会 盟，長慶 会盟 （唐蕃会盟碑 ）】
仁 宗が開封 の 天章閣に 盟約 を刻 ん だ碑 を立石

史料お よ び

先 行研 究

「旧唐書』 『新唐書』 吐蕃伝 ・突厥伝 ・廻乾 （回

鶻）伝 ；

『資治通 鑑』；『・冊府元 亀』 981 外臣部盟 誓等

『続 資治通鑑 長編』 巻 58 ；

田村 〔1964，182）；古松 （2007，32−35，40）

お わ りに

　最後に各章で 考察 した点をま とめ本稿を締め くくりた い と思 う。 本稿で は神龍会盟と開元会

盟 を取 り上げ，詳細な論考を行うとと もに唐の 北方情勢との 相関 を調べ た 。 そ して安 史の 乱以

前か ら吐蕃が東部ユ ー
ラ シア世界にお い て重要な役割を果た して い た事，及び西方情勢が北方

情勢 と連動 して い る事等を明らか に した 。 そ して従来建碑年が不 明で あ っ た赤嶺碑文の 立石年

代 を北方情勢とも関連付けなが ら特定した 。 また唐 ・吐蕃会盟を安史の 乱の 前後に分 けて 比較

検討 し，乱の前後で どの よ うに変化 した か を考察 した 。 更に唐 ・吐蕃会盟の 条項 を漕淵の 盟 と
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も比較 し，共通点等を整理 する こ とで ，唐 ・吐蕃会盟が 後世 へ も影響を与えて い る可能性につ

い て も考察 した 。 唐 ・吐蕃会盟は唐に とっ て重要な位置を占めて い たの み ならず，北方の情勢

等に も大 きな影響を及ぼすグ ロ
ーバ ル な もの で あ り，か つ 時間的に も五代 ・北宋の 対外関係の

プ ロ トタイプ となる など中国史や ユ
ー

ラ シ ア 史全体の 中にお い て も大 きく位置づ け られ ，重要

な歴史的意義が あっ たと考えられ る。
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一 唐 ・吐蕃会盟 の 歴 史的背景とそ の意義一

注

（1）　突厥 との 会盟は 『旧唐書』巻 194 突厥伝，『冊府元亀』巻 981 外臣部盟誓 ・武徳 7 年 8 月，武徳

　　 9 年 8 月，ウ イ グ ル との 会盟は 『旧唐書』巻 195 廻紘伝 ， 『冊府元亀』巻 981 外臣部盟誓 ・広徳

　　 3 年，南詔との会盟は 『旧唐書」巻 197 南詔蛮伝等を参照 。

（2）　 開元 2 年以前の会盟は神龍会盟 の み で あ り，『新唐書』吐蕃伝の 「今既負約，請毀橋，復守河如

　　 約」は神龍会盟で の 取 り決めを指すもの と思 われ る。

（3） こ の北伐軍 には，吐蕃 の 宰相論欽陵 （ロ ン チ ン リ ン ）の 息子である論弓仁 も動員された 。 弓仁

　　 は，吐蕃王 チ ＝ ドゥ
ーソ ン の粛清を逃れ て唐に亡命 し，玄宗に重用 さ れ て い た 。

（4） 玄宗は こ の 「我 無爾詐，爾無我虞」を好 ん で 用 い た。玄宗が突厥 に贈 っ たキ ョ ル ・テ ギ ン 碑文漢

　　 文面 （開元 20 年建碑）で もT こ の 言葉 を用 い （菅沼 200L　 338注 3），開元 5年 7 月，吐蕃 の 捕

　　 虜に対 して も玄宗は こ の言葉をかけてい る （『冊府元亀』巻 42 帝王 部仁慈）。 尚 ， 長慶会盟で は

　　 「彼無此詐．此 無彼虞」に なっ て お り，形を変え て後世で も唐 ・吐蕃会盟の 言葉 として 受け継が

　　 れ て い る。
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